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ＣＳＮ設立５周年記念事業

〈学校とＮＰＯの連携実践シンポジウム〉
～こどもたちはどう変わったか～開催いたしました

2009 年 11 月 7 日、船橋市民文化創造館きら

らホールにて、キャリアサポートネットワーク設

立 5 周年を記念して「学校とＮＰＯの連携実践シ

ンポジウム～こどもたちはどう変わったか」を開

催しました。

“学校との連携”活動を行なっている５つのＮＰ

Ｏ団体が集い、それぞれの活動事例を紹介し、こ

どもたちにどのような影響があったのかを、一般

参加者を交えて意見交換しました。三部構成で、

第Ⅰ部は活動実践事例の紹介、第Ⅱ部は会場の参

加 者 も 交

え、パネル

ディスカッ

ションにて

それぞれの

成果と今後

について、

あるいはこ

どもたちにどのようなことが求められているか、

学校でのキャリア教育の課題などについて議論い

たしました。第Ⅲ部は各団体ごとに参加者と各団

体交流の場を設け、一般参加者の方や他の団体の

方 に そ れ ぞ

れ の プ ロ グ

ラ ム を 模 擬

体 験 し て い

た だ き ま し

た。

各 団 体 か

らは、お互いの活躍は知っていても、どのような

ことを行なっているか、どんな効果があるかは

意外に知る機会がなく、このような機会がまた

あることを期待するという声が聞かれました。

このシンポジウムは、千葉県教育委員会後援、

千葉県パワーアップ補助金助成事業として行な

われましたが、その目的は、学校関係者、一般

市民、そしてＮＰＯ団体それぞれに学校でのキ

ャ リ ア 教

育 を 充 実

す る た め

に、学校関

係 者 に は

NPO 団体

と そ の プ

ログラムを知ってもらう、一般市民には自分が

活躍する場を見つけてもらう、NPO 団体にと

っては自らの発信とともにお互いの活動を知る

ことにより今後の活動につなげてもらおうとい

うものです。このシンポジウムでのつながりを

通じて、今後、千葉県でのキャリア教育をより

活性化し

ていくこ

とを祈っ

てやみま

せん。

なお、

シンポジ

ウムに参

加した団体は次のページに紹介しています。
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【シンポジウム参加団体の横顔】

■NPO 法人企業教育研究会（ＡＣＥ）

（千葉県千葉市） http://ace-npo.org/

企業、アーティスト、

ＮＰＯ等との協力により

授業実践・教材開発を行

っています。特に環境保

護、メディアリテラシー、

キャリア教育を中心とし

た新しい授業実践・教材

開発に力を入れています。

■NPO 法人キーパーソン２１

(神奈川県川崎市) http://keyperson21.org/

オリジナルのキャリア教育プログラム「夢発見プログラ

ム」を通し

て、全国の小

中高校生に

将来を考え

るきっかけ

作りを提供

している。

■NPO 法人カタリバ

（東京都中野区） http://www.katariba.net/

‘学校に社会を運ぶ活動’ 高校生と先輩世代との対話型

キャリア学習プロ

グラム「カタリ場」

を通じてこどもた

ちが「大人になる」

ことに夢や希望を

持つ。

■NPO 法人キャリアデザイン研究所

（千葉県柏市） http://npo-cdi.com/

希望に輝く目をした

若者が増え、社会に活

力を蘇らせることを願

い、産業界で活躍した

経験者、現役カウンセ

ラーが若者の自己理

解、職業理解、目標発見、能力開発を支援。

■NPO 法人キャリアサポートネットワーク（ＣＳ

Ｎ）（千葉県船橋市） http://www.cs-network.jp/

“千葉人による千葉のためのキャリア支援”をめざし、

高校生、大学生、中学生を

中心に進路選択、職業選

択、キャリア支援プログラ

ムを提供。

【参加者のアンケートから】

「こうした本音の交流の場づくりは重要。定期的

開催を期待します」

「学校現場でのキャリア教育について少しでも

触れることができた。またパネリストの方々が意

見の交換をされて、生の意見や本音に近い意見を

聞くことができて興味深かった。こういう意見や

情報を交換する場を持ち、お互いや来場者の方々

が影響を受け、思考を膨らませていくことが大切

だと思う」

「交流の場が多かったので、ＮＰＯ団体の方とゆ

っくり話せたのがよかった。地元千葉で若者の将

来に何かしてあげたいとする人がたくさんいる

のがうれしいです」

「知らないことが多かった。アンテナを立ててい

たつもりだったが、各ＮＰＯ法人の活動について

知らなかった」

「学校との関わり方｣にいろいろな手段があるこ

とを知った。これからの私の活動にも活用できそ

うに思います」

「ＣＳＮ活動写真展～5 年間のキセキ（軌跡）～」

開催いたしました

１２月１日は千葉県ＮＰ

Ｏの日です。当日、船橋勤

労福祉センター展示室に

て、ＣＳＮのこれまでの活

動を写真でふりかえる「ＣＳＮ活動写真展～５年

間のキセキ（軌跡）～」を開催しました。展示し

た写真は、設立した２００４年からの五年間に撮

影された約２百点の写真を展示しました。機会が

あれば、またこのようなＣＳＮの活動を知っても

らう機会を企画したいと思います。
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授業は、当日の５時限で行うという短い時間で

したが、高校生の皆さんは、１グループ３名から

４名の職業人からいろいろな話を聞くことがで

き、満足げな表情。この後、教室で取材内容を整

理します。取材した内容は後日、掲示することで

他の生徒たちと共有する予定です。

また、この協働事業は、生徒のアンケートから

効果測定が行なわれ、実施したプログラムととも

に報告書にまとめられ、県下の他高等学校でも実

施の参考としてもらうための活用を期待してい

ます。現在、CSN スタッフにより、効果測定の

結果分析が進められています。

参加した職業人の方からは、

「生徒たちは礼儀正しく、元気に質問し聴いてく

れましたし、効率よくテキパキと進行されていて

気持ちよかった」

「浦安高校の皆さんは、一生懸命の姿勢で好感が

持てました。質問も必要な能力だけでなく、適性

について興味があったり、収入も月収だけでなく

ボーナスにも質問するなどいろいろな質問があ

りました。生徒の皆さんが「将来」に向かって元

気に、できれば夢を描いて歩んでいただければと

思います」などエールを送る言葉が聞かれまし

た。

ＣＳＮホームページでは、この授業の学習指導

案などを掲示しています。

http://www.cs-network.jp/

職業人インタビュー授業 in 八栄小学校

200９年１０月１日、八栄小学校で同校のキャリ

ア教育の一環として、職業人インタビュー授業

職業人３０名一堂に集う

【職業人インタビュー授業 in 浦安高校】

2009 年 11 月 19 日、県立浦安高等学校にて

職業人 30 名が集結。同校の 2 年生から仕事のや

りがい、働くことのおもしろさについて、インタ

ビューを受ける職業人インタビュー授業を行ない

ました。同授業は、平成 21 年度県と NPO の協働

事業のひとつとして採択されたもので、この日

の授業までに、生徒たちは授業の趣旨・目的を理

解するためのガイダンス、インタビューの質問な

どを考える準備と進めてきて、当日を迎えました。

この日は、われわれＣＳＮのメンバーやお願い

した外部からの職業人ら総勢 30 名の協力を得て、

高校生のインタビューに応じました。体育館に 30

名の職業人が集結した図はかなりの迫力でした。

この職業人インタビューの一番の趣旨は、単なる

職業知識、仕事理解ではなく、働く喜び、仕事の

やりがいを知って

もらうこと。午後

からスタートした

職業人インタビュ

ーは、生徒がおも

いおもいにインタ

ビューしたい職業人に向かい、用意してきた質問

をぶつけました。職業人も、自分たちの体験から、

どう仕事へ取り組んできたのか、つらかったけど

やりがいのあったこと、時には恋愛談など、自分

だから語れる生の声を高校生へ伝えていきます。

が行われ、ＣＳＮからは職

業人１０名が職業人とし

て生徒たちからインタビ

ュー取材を受けました。小

学生にわかる言葉で「働

く」「仕事」について伝え

るという難しさはありま

したが、生徒さんたちも元

気に聴いてくれました。
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Message from CSN Member

第 6 回 笠原 路子

● CSN との出会い

ずっと雑誌や書籍の原稿を書くライターの仕

事をしてきましたが、人事担当者向けの雑誌に

「キャリア」や「若年雇用」についての記事を書

いていた頃、キャリアカウンセラーの資格を知り

ました。「記事を書くの

に役立つかも・・・」と

軽い気持ちで講座に通

うことにしたのですが、

久しぶりの勉強はおも

しろく、やっと合格したときは、「どうしてもカ

ウンセリングを実践でやってみたい」という気持

ちになっていたのです。講座で知り合った会員の

方にお願いして入会させていただきました。

●人を育てる場としての役割も

CSN の皆さんは、昔からの知り合いのように

温かく迎えてくださいました。間もなく高校事業

が始まり、念願の現場に立たせてもらうことに。

その直後、市役所での母子家庭の就労相談や専門

学校の就職対策講座の講師など、立て続けにカウ

ンセラーの仕事の話が舞い込み、この２年ほどは

夢中で新しいことに挑戦してきた感じです。

こうした仕事ができたのも、CSN の皆さんに

多くの情報や心構えを教えていただいたからと

感謝しております。「キャリアカウンセラーにな

ってよかった！」と今思えるのは、私にとっても

う一つの天職が見つかったことと、素晴らしい方

たちに出会えたからです。CSN がこれからも、

人を育てる場としても機能するように、私もお手

伝いをさせていただきたいと思っています。

ＣＳＮ最近の主な活動

◆高等学校キャリア教育調査研究事業「個別相

談」、千葉県立柏陵高等学校、松戸馬橋高等学校、

流山北高等学校、東金高等学校、4 校で 21 年度

スタートしました。◆千葉大学亥鼻キャンパス学

生相談室「キャリア・就職相談」21 年度スタート

しました。◆敬愛大学『キャリア基礎開発講座Ⅰ』

（全 13 回）21 年度前期授業終了いたしました。

（4 月～7 月）◆千葉県立柏陵高等学校にて、講

師 8 名によるインターンシップ前マナー授業を行

いました。◆千葉県立勝浦若潮高等学校にて、教

職員研修行いました。◆千葉県立千葉工業高等学

校にて、インターンシップ準備セミナー行いまし

た。◆東葉高等学校にて、1 学年対象「プロフェ

ッショナルへの道」行いました。◆千葉県農業大

学校にて、「就職状況と心構え」について授業行い

ました。

＜CSN イチオシの書籍＞

『NPO という生き方』PHP 新書、島田恒著

NPO に関する読本はたくさんあるが、この本

は古典的ではあるが NPO の果たす役割を事例

を挙げて分り易く解明している。特に NPO 活

動で悩んでいる人にとっては、NPO 活動の時代

的背景、成り立ち、組織運営などの視点から多

くのヒントを与えてくれるに違いない。

（記 大平）

編集後記 ：職業人３０人を集めてインタビュー授業

を実施し、五周年記念事業では CSN 会員全員の協力の

もと開催、とビッグイベントが続きましたが、無事終了

しました。毎月のように参加会員が増えましたが、この

ような活動を通して親交と結束がより深まったようで

す。今年もさらに活動を加速したいものです。

キャリアサポートネットワークの活動にご協力を

ＣＳＮでは、ここに掲載した活動以外にも、千葉県内を中心に活動を行い、また千葉県と

ＮＰＯの協働事業へ提案するなど積極的に活動を広げていきます。活動に直接お手伝いいた

だける方だけでなく、事務処理など皆様のできることからご協力いただける方を募集してい

ます。この『ＣＳＮだより』をお読みになって、興味を持たれた方、ぜひご一報ください。

■事務局 千葉県船橋市緑台1-3-1-304 TEL 047-440-1790／FAX 020-4662-2067

MAIL info@cs-network.jp ホームページ http://www.cs-network.jp


